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６月 1３ 1５ ’一一一密１口 １１ 7.0｜住友，第 ，三四定期預金金利（年率％） 三菱７個|木原雨｜露」
当座預金金利
６ 
（ 日歩厘）
協定金利不明
1908年
３月
"|鑿議權鴬 池井湾鴻三台（年率％）
定
期
預
金
金
利
定
し
協
な ｜鰄霧鍾灘
『大阪銀行通信録』45号，また『銀行通信録』188号で補充。
日改定分。協定は当座14厘以下，定期7.5％以下。ゴシッ
のひとつ起業銀行は不明。
大阪銀行通信録』126号，３月15日から21日改定分。
1）1901年６月分は，
６月16日から７月１５
クは協議委員。委員
2）1908年３月分は『
（住友・第一など）に、地元大銀
行（山口・百三十など）が一団と
なって続いたが、三井・’一一菱両行
は
当
座
預
金
に
つ
い
て
協
定
金
利
二
銭四厘以下）を上廻る金利をさえ
付している。ところが一九○二年
三月の段階になると、見事に、大
銀行グループと中小銀行に二極化
し
て
い
る
。
次
第
に
大
銀
行
を
中
心
仁
の
市
場
秩
序
力
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
のである。
第六に、協定の対象は、金融恐
慌直後の第一の波では当座、小口
当
座
預
金
に
重
き
を
お
い
て
い
た
の
に、一九○八年以降の第二の波で
は定期預金に重心が移ったと思わ
れる。それは、一九○七年鉄道国
有
化
に
と
も
な
う
証
券
か
ら
定
期
預
金
157日本における預金市場の形成
協定に発展してゆく。
へのシフト、定期預金の拡大に応ずるものであった。
と、同時に注目すべきは、一九二年ごろから、貸出金利協定が行われるようになった点である。その口火は、
一九○四年七月、横浜と名古屋において切られたが、一九二年には東京・横浜・大阪・京都。福井・金沢・群
馬・知多の各地で一斉に行われた。その内容は、横浜が生糸担保賛越金利と特定している以外、ほとんどが当座賃
（９） 
越金利に関するものであった。この地域的な分布からして、いずれも生糸。織物金融に関するものと見て間違いな
い。協定参加者は東京・大阪・横浜のケースしか判らないが、三井・一一一菱・第一・安田。住友・横浜正金など、東
京系を中心とする大銀行である。このことは、巨大銀行を軸として、本州中央部にひろがる、各地の生糸・織物金
融市場が次第に相互の連関を強めつつあったことを示している。それは、一九一五年東西両都で行われた貸出金利
以上、金利協定を中心に明治期預金市場における価格設定行動のありように光をあててきた。その結果、日本に
おいて金利協定は、産業資本が確立する以前から早期に組織されたこと、その機能は日本独特の預金市場の展開に
沿って意義づけられることが明らかとなった。金利協定は、当座預金の弾力化↓その急騰↓預金金利の体系化とい
う預金市場の娠回に棹さす役割をになったのである。急騰期をのぞけば、その機能は、弾力化あるいは体系化の転
轍器、先導役をはたしたといえよう。もちろん競争制限の色彩ももっていたことは否定できない。世紀転換期の金
利高騰局面ではその性格が前面に躍り出たが、むしろ共同の利益のために一致して事にあたるという色彩を濃くも
っていたと言うべきであろう。それゆえ、その組織は厳格な統制を必要とせず、大銀行が主導し、中小銀行がこれ
につづく態勢があれば、「紳士協定」で充分その機能をはたしえた。その段階ではまだ大銀行は積極的に市場を組
織しようという姿勢は柔せていなかったのである。一九○九年大阪に組織された協議会方式は、こうした大銀行の
158 
姿勢に、次第に変化が現われつつあったことを示している。
（１）「大阪銀行集会所組合銀行の預金利子同盟引下」『銀行通信録』一八七号、一九○一年六月、に掲峨された木原ほか一五
行による「建議書」を承よ・
（２）大阪銀行集会所「預金利子引下に関する協議会」『大阪銀行通信録』五一号、一九○二年一月。
（３）「名古屋組合銀行の預金利子引下」『銀行通信録』二○九号、一九○三年三月。「同時に従来特別法と称し組合規定に拠
らざる利子を付せし方法を断然廃止する」こととなったという。
（４）「各地の預金利子引上」（名古屋）『大阪銀行通信録』九五号、一九○五年八月。甲乙の二部制を導入。甲種（定期六％
当座一銭二厘、小口当座一銭四厘）には、愛知、明治、名古屋、伊藤、関戸、熱田、愛知農商、金城、小栗、三井、第一、
北浜の一二行。乙種（定期六・五％、当座一銭四厘、小口当座一銭六厘）には、水野、愛知艇商、津島の三行。
（５）「名古屋預金利子問題」『大阪銀行通信録』一○○号、一九○六年一月。違反者に制裁すべく検査役三名選んだが、辞任
後
は
規
約
も
空
文
化
し
た
と
い
う
。
（６）松村秀夫「戦前における銀行間預金金利の格差について」『金融』一一五号、一九五六年一○月。
（７）「各地銀行の預金利子引下」（大阪市）『大阪銀行通信録』一○七号、’九○六年八月。定期預金金利を年五％とする。
（８）「大阪市諸銀行の預金利子引下」同上誌一二六号、一九○八年一一一月。協議会メンバーは、浪速、三十四、山口、住友、鴻
池、北浜、近江、第一、三菱、三井の一○行であった。
（９）『中央銀行通信録』一○二、一一一一一、四号、一九一一年一○月、一二年九、一○月を承よ・一九一二年九月、横浜では正
金、三井、第一、第一一一、住友の五行が生糸商品担保費越最低金利を一銭九厘へ引上げ、同年一○月には組合銀行が賛越金
利を二厘引上げている。また同月、東京では第一、三井、三菱、十五、第百の五行が当座賛越金利を二銭一厘へ、特別物
金利を二銭へ引上げた。大阪でも同月、一一一井・第一・三菱・安田の四行が東京同様賛越金利を二厘引上げた。大都市外で
は一九○｜年一○月、福井市中銀行が貸越日歩を一銭四厘、荷為替一銭四厘としている。それ以外に金沢市中、群馬県
下、知多同盟七行でも一斉に貸付金利を引上げている。
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以上、長期的に金利の動きを追うことによって、日本における預金市場の形成過程にメスを加えてきた。その結
果、日本における預金市場の展開は、当座預金の弾力化↓その急騰↓預金金利の体系化という三つの局面によって
特徴づけられることが明らかとなった。すなわち、Ⅲ初期の教科書的な金利設定から離れ、預金金利が弾力化する
勃興期、②日清戦期以降の預金需要の拡大にともなって預金金利が急騰する形成期、⑧預金金利の高騰は金融恐慌
を惹き起したが、これを機とする預金需給の変化によって預金金利の体系化が出現する確立期。
この過程は同時に、早期に導入された欧米最先端の金融概念技術の咀噌の過程であった。一九○一年金融恐慌後
の当座預金金利の低位化とその結果生糸だされた預金金利体系の形成は、欧米に範をもとめた日本の預金市場が本
格的に定着し確立したことを意味する。それはまさに、日清戦後の産業資本確立の過程と照応する。日清戦後の当
座預金金利の急騰とその顛末たる一九○一年金融恐慌に至る波乱は、預金市場の確立、預金銀行への転化にむけて
の、生承の苦しみに他ならなかったのである。
お
わ
り
に
